
３
年
連
続
増
も
競
争
激
化

主
要
ゼ
ネ
コ
ン

社
　


年
度
新
卒
採
用
本社調べ

　
日
刊
建
設
工
業
新
聞
社
が
主

要
ゼ
ネ
コ
ン

社
を
対
象
に
実

施
し
た
人
材
採
用
ア
ン
ケ

ト

に
よ
る
と

今
春
入
社
予
定
の

新
卒
採
用
者
数
︵
大
卒

高
卒

な
ど
す
べ
て
を
含
む
︶
は
前
年

度
比
６
７
８
人
増
の
４
７
５
７

人
と
３
年
連
続
で
増
加
し
た


技
術
系
は
６
０
３
人
増
の
３
９

８
１
人
と
な

た

た
だ
採
用

目
標
の
達
成
度
を
示
す
充
足
率

が
１
０
０
％
を
上
回

た
の
は


社
に
と
ど
ま
る

売
り
手
市

場
が
続
く
中

各
社
と
も
優
秀

な
人
材
確
保
に
心
血
を
注
ぐ


　
ア
ン
ケ

ト
は
１

２
月
に

実
施
し
た

旺
盛
な
建
設
需
要

が
追
い
風
と
な
り


社
の
採

用
数
が
前
年
を
上
回

た

一

方


社
が
採
用
目
標
を
達
成

で
き
な
か

た

多
く
の
社
が

他
産
業
や
同
業
他
社
と
の
採
用

競
争
が
激
化
し
て
い
る
状
況
を

指
摘
し
た


　
各
社
は
待
遇
改
善
で
働
き
が

い
を
高
め

採
用
の
競
争
力
を

強
化
す
る

初
任
給
は

社
が

今
春
に
﹁
引
き
上
げ
た
﹂
と
回

答
し
た

大
卒
総
合
職
の
初
任

給
は

鹿
島

大
林
組

大
成

建
設

清
水
建
設

竹
中
工
務

店

奥
村
組

西
松
建
設

東

洋
建
設

ピ

エ
ス
・
コ
ン
ス

ト
ラ
ク
シ

ン
の
９
社
が

万

円
の
大
台
に
乗
せ
る

大
林
組

は
賃
金
の
ベ

ス
ア

プ
や
賞

与
の
増
額
分
を
中
堅
と
若
手
に

手
厚
く
配
分
し

入
社
後
の
定

着
率
向
上
に
つ
な
げ
る


　
２
０
２
６
年
春
以
降
を
見
据

え
た
今
後
の
採
用
方
針
は
﹁
技

術
系
職
員︵
特
に
施
工
管
理
︶の

人
員
が
不
足
し
て
い
る
﹂︵
熊
谷

組
︶﹁
今
後
定
年
退
職
者
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
﹂︵
鉄
建
建

設
︶な
ど
を
理
由
に

社
が﹁
増

や
す
﹂と
回
答
し
た
﹁
横
ば
い
﹂

と
し
た
企
業
で
は﹁
事
業
計
画

に
即
し
た
採
用
人
数
を
計
画
し

て
い
る
﹂︵
五
洋
建
設
︶﹁
各
年

の
採
用
数
を
一
定
に
し

バ
ラ

ン
ス
の
良
い
社
内
人
数
の
構
成

に
し
た
い
﹂
︵
戸
田
建
設
︶
な

ど
の
理
由
が
挙
が

た


　
採
用
活
動
で
は

各
社
と
も

あ
の
手
こ
の
手
で
工
夫
を
凝
ら

す

東
急
建
設
は
文
系
学
部
か

ら
技
術
職
を
採
用

奥
村
組
は

施
工
管
理
職
の
募
集
対
象
を
建

築
・
土
木
系
学
科
に
限
定
せ
ず


採
用
の
門
戸
を
広
げ
る
取
り
組

み
を
試
行
し
た

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

の
放
映
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
積
極
活
用

に
よ

て
学
生
の
認
知
度
向
上

を
目
指
す
企
業
も
多
い


　
中
途
採
用
も
積
極
的
に
行

う

従
業
員
が
求
職
中
の
友
人

を
企
業
に
紹
介
す
る
﹁
リ
フ


ラ
ル
採
用
﹂
や

退
職
者
を
再

雇
用
す
る﹁
ア
ル
ム
ナ
イ
採
用
﹂

を
取
り
入
れ
る
社
が
増
え
て
い

る

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